
販売・営農・資材一体パッケージ提案

次回は耕種総合対策部・耕種資材部、
「パッケージ提案のメニューをテーマ別にご紹介します！」8月4日（月）掲載予定

未来に向けた取り組み
事業部紹介シリーズ 4

　耕地面積や農業従事者が減少するなか、「販売」
「営農」「資材」部門が有する専門性を結集し、生産
者の生産性向上やコスト低減を総合的に提案します。

この提案により、新たな産地育成や農業所得向上、
将来にわたる国内農業生産基盤の維持、経営形態
に応じた最適な営農支援に取り組みます。

販売

営農

資材

販売 資材
営農

・実需者ニーズを満たす販売提案 ・土壌分析を踏まえた適正施肥
・グリーンメニュー

・新品種の育成
・スマート農業技術
・温暖化対策

耕種総合対策部
耕種資材部

生産拡大・品質向上に向けた
技術・商品開発

幅広い生産資材の調達と供給

主な事業内容

ＪＡ全農事業ビジョン2030はこちら 全農では様 な々パッケージ提案に係るメニューをご用意しています
https://www.zennoh.or.jp/about/future/productionpromotion/costs/


